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はじめに

背景
2020年初頭から流行した新型コロナウイルス（以下，COVID-19）
の影響で非日常的行動である旅行・観光業は大きな打撃を受けた．
以降，政府は旅行支援政策等によって観光需要の回復を行っている
が，COVID-19流行下では感染拡大のリスクとバランスをとりなが
ら取り組みを行うことが重要である．

目的
旅行者や観光業者に対してリスクと対策に関する適切な情報を提供
するとともに地域における適切な対策を行うために COVID-19流行
下での旅行意向を把握する．また，目的地選択における重視要因が
目的地によってどのように異なるかを明らかにする．
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潜在クラス分析 1

モデル
回答パターンを規定するクラスがX 種類存在
クラス tの構成比率 πX

t

ある個人の回答 nの目的地選択理由 kの該当有無 δk,1,n, δk,2,n
（選択時：δk,1,n = 1, δk,2,n = 0,
非選択時：δk,1,n = 0, δk,2,n = 1）

回答 nがクラス tに属すると仮定した場合，
選択肢 kの推定該当率 πX

k,1,t, 推定非該当率 πX
k,2,t

（全選択肢K の該当有無の組合せを示す同時確率 Pn,t）

Pn,t = πX
t ·

K∏
k=1

{
(πX

k,1,t)
δk,1,n · (πX

k,2,t)
δk,2,n

}
0 ≤ πX

t ,

X∑
t=1

πX
t = 1, 0 ≤ πX

k,1,t, π
X
k,2,t, π

X
k,1,t + πX

k,2,t = 1

(1)
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潜在クラス分析 2

値の推定
式 (1)のパラメータ (π)は以下の式で示される尤度 (L)の最大化に
よって求められる．

L2 =
∑
n,t

(
N · Pn,t · loge

N · Pn,t

N · P̂n

)
(2)

ここでN：有効サンプル数，P̂n：個人 nの Pn,t 最大値

最適クラス数の推定
複数のクラス数をあらかじめ設定し，尤度および自由度（df）から
赤池情報量基準（AIC）またはベイズ情報量基準（BIC）を用いて最
適なクラス数を推定する．

AIC = L2 − 2× df (3)

BIC = L2 − loge N × df (4)
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調査の概要・結果 1

主要調査項目
1 個人属性：
性別，年齢階層，居住地，職業，同居子供の有無

2 COVID-19に対する認識：
認知する感染リスクの程度，情報収集利用手段

3 旅行関連項目：
過去 1年間の国内宿泊・海外旅行実施状況，GoToトラベルキャ
ンペーンの認知等

4 国内観光旅行の実施意向の有無：
意向あり：実施予定時期，目的地選択時の考慮要因
意向なし：非実施の理由
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調査の概要・結果 2

サンプルの概要
調査実施日：2020年 8月 7日（金）, 8日（土）
合計サンプル数：1002サンプル
実施地域：首都圏，近畿圏，東北地方
性別：男性，女性
年齢階層：20-30代，40-50代，60-70代
職業構成率（上位 5区分）：
会社員（33%）, 無職（20%）, 専業主婦 (夫)（19%）,
パート・アルバイト（14%）, 自営業（7%）
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調査の概要・結果 3

旅行回数

図 1: 過去 1年間の国内宿泊観光旅行回数

図 2: 過去 1年間の海外旅行回数
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調査の概要・結果 4

観光業に対する施策の認知度

図 3: GoToトラベルキャンペーンの認知度

図 4: 「新しい旅のエチケット」の認知度
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旅行先選択の要因に関する調査と分析 1

旅行目的地選択における重視要因の調査
今後 1年以内に国内観光旅行の実施意向を有する 363サンプル
目的地選択において重視する要因：12項目（各 4段階評価）

Table 1: 目的地選択における重視要因指摘率
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旅行先選択の要因に関する調査と分析 2

潜在クラス分析を用いた回答者のクラス作成
table1の結果をもとに潜在クラス分析を行った結果，回答者は 9パ
ターンのクラスに分類できることが分かった．
2行目は各クラスの構成比率，3行目以下はクラス別の推定該当率

Table 2: 目的地選択における重視要因を用いた潜在クラス分析の結果
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旅行先選択の要因に関する調査と分析 3

個人属性と各クラスの関係
Table 3: 個人属性ごとのクラス別構成比率
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おわりに

まとめ
COVID-1流行下における国内旅行の実施や目的地選択において重視
する要因を明らかにするとともに，潜在クラス分析を用いて回答の
傾向をクラス分けした．回答の傾向は 9つのクラスに分類され，感
染症対策に関連する全要因を考慮するクラスの構成比率が最も高い
こと，一方で全てを考慮しないクラスも存在することなどが分かっ
た．また，個人属性によっても各クラスの構成比率が異なり，特に
性別，年齢階層，感染症に対する意識，子供の有無などの影響が強
いことが分かった．

今後の課題
サンプルサイズの拡大
時系列変化への考慮
個々のクラスに対する詳細な調査・分析
調査結果をもとにした安全な旅行・観光環境の整備
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